
新聞の切り抜き記事から
研究員　鶴岡　美宏

当センターの新聞切抜きファイルから主な記事を抜粋して紹介します。

四街道市議選　坂本氏がトップ当選
任期満了に伴う四街道市議選は２月28日に投開

票された。定数を４人上回る26人が立候補し、新
議員22人の顔ぶれが決まった。新人の坂本弘毅氏
が２千票を超える得票でトップ当選を果たした。

（千葉日報3/1）

子育て　３市連携強化
千葉市は新年度以降、隣接する市原市、四街道

市と連携して保育事業を中心とした子育て支援を
充実させる。まずは、相互に保育施設を利用でき
る管外保育を拡充する。子育て支援員の研修を共
同で行うことも検討している。　　　　（朝日3/5）

手話言語の普及目指す条例
千葉県議会の自民党議員団は、手話を言語とし

て普及させる「手話言語等の普及の促進に関する
条例」案の素案をまとめた。手話などで聴覚障害
者がコミュニケーションしやすい環境を作り、県
民の理解を促す。３月22日からパブリックコメン
トで意見を募り、６月定例県議会に提出する方針。

（朝日3/19）

残土対策、連携強化を　６市町、県に要望
残土や再生土の埋め立てをめぐり、県民の生活

環境への不安が高まっているとして、市原市と袖
ケ浦市、茂原市、長柄町、長南町、大多喜町の６
市町の首長らが３月23日、県議会を訪れ、万全な
対策や市町村との連携強化などを求める二つの要
望書を県に提出した。　　　　　　（千葉日報3/24）

知事、３選出馬　年内に判断
森田千葉県知事の２期目の任期が４月４日、残

□第29分冊（2016年2月10日～5月16日）

空き家対策　自治体で本格化
建物崩壊の危険性や近隣環境の悪化が指摘され

ている空き家問題に対し、千葉県内市町村の対策
が本格化している。昨年２月に施行された「空家
対策特別措置法で、市町村が空き家の情報収集を
行うことなどが定められ、県内11市町村が実態調
査をした。　　　　　　　　　　　　　（読売2/6）

千葉市新年度当初予算案
千葉市は２月18日、新年度当初予算案を発表し

た。一般会計総額は前年度比2.6％増の4,004億円。
過去最大で初めて４千億円台に達した。医療や介
護、子育て支援といった従来の重点項目に加え、
2020年東京５輪・パラリンピックに向けた施策に
力を入れる。　　　　　　　　　　　  （朝日2/19）

銚子市３億円足りない　赤字回避へ財源あてなし
新年度を前に銚子市が苦境に立っている。一般

会計の歳入が約３億円足りない。見積額を調整し
て見かけ上の収支を一致させ、何とか当初予算は
組んだものの、１年かけて穴埋めを目指すことに
なる。　　　　　　　　　　　　　　  （朝日2/22）

千葉県議会答弁要旨　代表質問
藤代政夫議員（市社無）は千葉ニュータウンの

道路工事で、都市再生機構が行った廃棄物処理工
事の補償などについて尋ねた。

吉田企業庁長は「補償金は、国などの基準に基
づき算定していると聞いている」と説明した。

（千葉日報2/26）
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り１年となった。当面は安倍政権とのパイプを生
かし、2020年東京五輪・パラリンピックの準備な
どの課題に取り組む。３選出馬をするかどうかは
今年の年末までに判断し、年明けに表明する。

（読売4/5）

ドローン宅配　実用化へ一歩
小型無人飛行機（ドローン）を使った宅配の実

証実験が４月11日、国家戦略特区の千葉市・幕張
新都心で始まった。商業施設の屋上や地上からワ
インや薬を運ぶ試験飛行はいずれも成功。2019年
の実用化に向け、「都市部では世界初」と注目さ
れる取組の第一歩を踏み出した。　　  （朝日4/12）

住民反対で保育園建設断念　佐倉や我孫子でも
市川市で今月、開園予定だった保育園が「子供

の声でうるさくなる」などと近隣住民に反対され、
建設を断念していたことが明らかになった。同様
のケースは佐倉市や我孫子市でもあったという。
一方、住宅地に新設せず、ビルの空き店舗を活用
している自治体もある。　　　　　　  （毎日4/16）

障害者雇用　10市町に行政指導
習志野市に障害者の男性が解雇されたことが明

らかになったのを受け、毎日新聞が県内全54市町
村の障害者の雇用状況をしらべたところ、約２割
の10市町で障害者雇用促進法が定める割合（法定
雇用率）を下回っていたことが分かった。

（毎日4/28）

臨戦‘16ちば参院選
１．２議席“至上命令”の自民
２．２人公認の民進
３．初議席目指す共産
４．18歳選挙権
５．投票率向上策　　　　 （千葉日報4/29～5/3）

千葉市、環境省と協議へ　解除ルールで県内初
東京電力福島第一原発の事故で発生した指定廃

棄物の指定解除ルールが決まったのを受け、早期
の指定解除を目指す千葉市が来週初めに環境省と

個別会議を行うことが５月９日、同市への取材で
分かった。指定廃棄物は県内10市で保管されてい
るが、同ルールに基づき同省と協議を行うのは千
葉市が初めて。　　　　　　　　　（千葉日報5/10）

県立２病院　一体整備へ
千葉県は、救急医療センターと精神科医療セン

ターの２県立病院（千葉市美浜区）について、施
設を合築して一体的に整備する方針を固めた。用
地は現在の精神科医療センターに隣接する県有地
で、近く基本計画を作る事業者を決定する。

（読売5/10）

□第30分冊（2016年５月17日～８月24日）

野田市長選　人口減対策「広い視野を」　　
野田市長選は６月５日、告示される。根本崇市

長は引退し、新人４人が立候補する予定。市は関
宿町と合併した2003年以降、道路や駅前の整備、
災害対策を進めたが、ここ数年、人口は伸び悩ん
でいる。人口減の波が首都圏にも押し寄せる中、
将来をどう展望するのか。市の課題を探った。

（読売5/31）

県議選自民最終案　１票の格差2.44倍
自民党県連は６月２日、県議選の区割り見直し

について、「１票の格差」を2.44倍とする案を最
終決定した。山武郡選挙区（定数１）は山武市選
挙区（同１）と合区し定数２とする。多古町は神
崎町、香取市と統合し、定数２の選挙区とするこ
とで決着した。全体の定数94、選挙区42は執行部
案通り。　　　　　　　　　　　　　　（読売6/3）

千葉県議会答弁要旨　代表質問
民進党の矢﨑議員は、障害者差別解消法で自治

体の策定が努力義務となっている障害者への対応
要領について質問した。

諸橋副知事は、対応要領は「４月の時点で７市
町が策定済み、本年度上半期に17市が策定予定」
と答弁した。　　　　　　　　　　 （千葉日報6/3）
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野田市長に鈴木有氏　24年ぶりの交代
野田市長選と同市議補選は６月12日、投開票さ

れ、市長選は、前市議で無所属の鈴木有氏�が自
民、民進、公明の推薦を受け、無所属新顔の３氏
を破り初当選した。　　　　　　　  　（朝日6/14）

参院選　地方対策　自立を促す改革を
東京ばかりに人が集まり、地方は過疎化が止ま

らない。こうした流れを変えるため、中央と地方
の関係見直しは急務だ。昨年の国勢調査では、８
割を超す市町村で人口が減った。安倍政権が進め
る「地方再生」の方向性は正しいのか。参院選を
通じ、改めて考えてみる。　　　　（朝日社説6/29）

印西市の課題　7.10市長選へ
「なぜ？」「信じられない」－。東洋経済新報社

の「住みよさランキング」で印西市が５年連続で
全国１位を達成したが、首をかしげる市民は少な
くない。７月３日告示、10日投開票の市長選を前
に、市民の「違和感」の源を探った。

（千葉日報7/1）

地方の自立を促すには分権改革も要る
全国各地で確かに雇用情勢は改善している。地

方でも企業倒産は減っているし、訪日客の増加で
潤っている観光地も多い。しかし、地方が元気に
なったとはまだ到底、言えないだろう。地方をど
う再生するのかという問題は参院選の重要な争点
の一つだ。　　　　　　　　　　　　　（日経7/6）

印西市長に板倉氏再選
印西市長選は、７月10日投開票が行われ、現職

で無所属の板倉正直氏�が新人で自民党公認、公
明党推薦の中沢俊介氏�を破り、再選を決めた。
投票率は59.31％と前回（49.71％）を上回った。

（読売7/11）

指定廃棄物　千葉市で解除　全国初
環境省は７月22日、福島第一原発事故で発生し

た千葉市の指定廃棄物7.7トンについて、放射性
セシウム濃度が国の基準値（１㌔当たり8,000ベ

クレル）を下回ったとして、千葉市に指定を解除
すると通知した。解除は23日付けで、全国で初め
て。　　　　　　　　　　　　　　　  （毎日7/23）

インタビュー　夕張市長・鈴木直道さん
少子高齢化で人口が減る。借金は増えるのに消

費税の増税は延期となり、負担は若い世代に送ら
れる。こうした日本の課題を先取りする「先進地」
が、10年前に財政破綻した北海道夕張市だ。炭鉱
で栄えたまちも、高齢化率はいま５割。行政サー
ビスは減り、住民も知恵を出す。鈴木直道市長、
35歳。政治と地域と若者の未来とは。  （朝日7/23）

千葉県議の海外視察　４年連続
県議16人が８月29日からイギリスへ視察に行く。

公的機関などを訪れ、公共事業による経済効果な
どを調査するのが目的という。

県議会では1999年度に、県財政に配慮して海外
視察を「凍結」した。その後、2013年度に再開、
以降４年度続けての実施になる。        （朝日8/10）

15年度千葉県一般会計　歳出過去最高、１兆6,724億円に
県は2015年度の一般会計決算見込みを発表した。

歳入は前年度比2.7％（447億円）増の１兆6,810億
円、歳出は同3.4％（551億円）増の１兆6,724億円
で、いずれも３年連続増加。　　　　  （毎日8/14）

海外視察報告　同じ文面　千葉県議の３グループ
団体で昨年度に海外視察し、その費用に政務活

動費を充てた千葉県議の３グループ（計25人）が
帰国後、グループごとに全員が同じ体裁や同じ文
面の視察報告書を提出していたことが、県議会へ
の取材で分かった。議員らによると、一部の参加
者が書いたものをコピーしており、10年以上、常
態化している。　　　　　　　　　　  （毎日8/24）

＜以下次号へ＞
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